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冷蔵によるボタンの切花及び鉢物の抑制栽培

浜田　守彦＊1細木 高志＊④後藤 貴洋＊・稲葉久仁雄＊

Retardmg　of　tree　peony（Pαθo刎α8吻卿〃肋08α，Andr）

by　coユd－storage　for　cut－and－pot－f1ower　production．

Mor1h1ko　HAMADA，Takash1Hos0KI，Takah1ro　G0T0

　　　　　　　　　and　Kun1o　INABA

S吸㎜㎜雛y

　F1owermg　of　tree　peony（Pαθo〃zα舳炊〃伽08α，Andr。）m　the　ear1y　summer　and

m　the　midd1e　autu皿n　by　short＿or1ong＿term　co1d－storage　were　exam1ned．

　P1ants　stored　at－2◎C　from　February13to　Apr1111and　May11f1owered　m

the　m1dd1e　of　May　and1n　the　ear1y　June，respect1ve1y　The　former　showed　h1gh

f1owermg　rate　wh11e　the1atter，rather1ow　rate　expect　one　cu1t1∀ar．　F1ower

qua1ity　in　retarded　cu1ture　was1ow，especia11y　in　f1owers　in　the　ear1y　June．

　A1though　some　cu1tivars　stored　at－2◎C　to　Septe血ber20f1owered　in　the1ate

October，the1r　f1owermg　rate　and　f1ower　qua11ty　were　very1ow．

　Retard1ng　of　tree　peony　wou1d　be　poss1b1e　commerc1a11y　on1y　by　short－term

storage　for　May　f1owering．

　　　　　　　　　緒　　　　言

ボタソは島根県の特産花卉の一つである　島根県八束町

においては，苗木の生産に加え，近年は切花及び鉢物の

生産も行っている．切花及び鉢物は，促成や半促成によ

り12月末から3月にわたって出荷され，鉢物では4月下

旬の季咲き物も生産されている．ボタソの利用をさらに

進めるために，これらの出荷期を拡大することが望まれ

ている．本報告では，株の短期冷蔵による初夏の開花及

び長期冷蔵による秋季開花の可能性について検討した．
　　　　　　　　　　　　　　1）2）3）　　　　　　　　　　　　　　　4）

ボタソの開花調節については著者ら及び，青木・吉野に

より促成栽培方法が確立されたが，抑制栽培方法につい
　　　　　　　　　　　　1）
ては，著者らの予傭的な検討が，報告されているにすぎ
　　　　　　　　　5）　　　6）　　　7）
ない．ハイドラソジア，フジ，ツツジなどの花木では，

株の低温貯蔵による抑制栽培方法が示されている．また
　　　　　　　　　　　　8）
ボタソと同属のシャクヤクにおいても，萌芽前の株を冷

蔵貯蔵することによる抑制栽培が試みられている．

＊栽培檀物生産学講座

　　　　　　　　材料および方法

　実験1　短期冷蔵貯蔵による抑制栽培

　供試品種は島根大学圃場栽植の接ぎ木2年生ボタン’，

‘花競’，‘目暮’，‘五大州’，‘花大臣’の計4品種とした。

1990年2月13目に圃場より堀上げ，株の根部をよく水で

洗った後，ビニール袋に入れ，一2℃で貯蔵した．貯蔵

は島根県経済連東部支所の保冷庫で行った．4月11目ま

たは5月11日に貯蔵を打ちきり，各々直ちに植え付げ

た．4月11目植え付げ区では，直径24cmのプラスチ

ック鉢に仮植えし，遮光下におき，5目後，露地に植え

つげた．5月11目植え付げ区は，遮光した（遮光率50％）

露地に直接植え付げた．対照として前年度より露地に植

えつげたままの株を供試する区を設げた．調査項目は，

採花目，採花率の他，切花品質をみるための花茎長，花

直径，花弁数，花弁重，葉の広がり，全葉新鮮重とし

た　供試株数は，各区とも6株であった　栽培期間中の

気温の変化を第1図に示した．

　実験2　長期冷蔵貯蔵による抑制栽培
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　供試材料は島根大学圃場栽植の接ぎ木2年生ボタソ，

‘花競’，‘島大臣’，‘麟鳳’，‘白王獅子’，‘花王’，‘目暮’

の6品種，各6株とした．1984年2月21目に圃場より堀

上げ，株の根部をよく水で洗った後，ビニニル袋に入れ，

一2℃で貯蔵した．貯蔵場所は実験ゴと同じとした．

1984年9月20目に保冷庫より搬出し，直径24cmのプ

ラスチック鉢に植え付げた．植え付げ後は雨除げハウス

内で管理した．調査項目は，採花目及び採花率の他，切

花品質をみるための，花茎長，花直径，花弁数，花弁重

葉長（花茎の中位節の葉について）及び全葉新鮮重とし

た．

　　　　　　　　　結　　　　果

　実験1　短期冷蔵貯蔵による抑制栽培

　短期冷蔵貯蔵では，貯蔵中に萌芽していた株は見られ

なかった．また冷蔵による花芽の損傷もなかった．一部

の株にカビの発生が見られたが，植え付げ後消減し，以

後の生育にカピの影響によると思われる障害は発生しな

かった　4月11日植え付げ区の開花率は，‘花競’では63

％，‘目暮’では83％，‘五大州’では100％，‘花大臣’で

は66％であった（第1表）．4品種の平均開花目に差は

みられず，5月21目もしくは22目であった．5月11目植

え付げ区では，‘花競’は，花蕾が途中まで発達したもの

のそのまま枯死し，開花に至らなかった．‘目暮’及び

‘五大州’は50％，‘花大臣’は83％が開花した．平均開

花目は品種によって6月4目から9目と’なった．対照の

季咲きは各品種とも4月末に開花した．4月11目植え付

げ区では，22目ないし23目の抑制となり，5月11目植え

付げ区では，‘花大臣’で40目，‘目暮’及び‘五大州’で

は40目の抑制となった．4月11日植え付け区及び5月11

目植え付げ区とも，花弁数以外の切花品質を示す全ての

指標すなわち花茎長，花直径，花弁重，葉の広がり，葉

℃

30　　　　　　　　　Max．

20　　．〆…・・…！　Mean

　　　　　　　　　Min．．一．・’・一・・、、．　　　　／

lO　、．．　　　　　　　　！

　0
　　4／124／194／265／3　5／105／175／245／316／7
　　－4118－4／2ト5／2－5／9－5／16－5／23－5／3ト6／8～6／13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Month／day

　F1g1　Mean，max1mum　and　mm1mum　te血一
　　　　perature1n　the　exper1menta1f1e1d（1990）

　　　　（average∀a1ues　of7days　1nterva1s）

重が対照区に比べて小さく，切花の品質が劣った．特に

5月11目植え付げ区の品質低下が著しかった．

　実験2　長期冷蔵貯蔵による抑制栽培

　冷蔵貯蔵中に萌芽した株があったが，それらの株のも

のも含めて冷蔵による花芽の損傷は見られなかった．開

花率は‘花競’が55％，‘島大臣’が66％，‘日暮’及び

‘花王’はともに33％であ？た・‘麟鳳’および‘白王獅

子’では全株がブラスチソグとなり，開花しなかった

（第2表）．開花した品種では平均開花日はいずれも10月

24目であった．切花品質は6月開花の短期冷蔵と同等で

あった．

　　　　　　　　　考　　　　察

　ボタソを初夏及び秋季に開花させるため，短期及び長

期問の株の冷蔵貯蔵を試みた．この方法には，貯蔵打ち

切り時期により開花期を自由に調節できる利点がある

しかしボタンにおいては，この方法は確立されていな
　　　　　　　　1）
い．著者らは，前報において，接ぎ木3年生の‘花王’

を用い，冷蔵貯蔵による開花抑制を試みた．その結果，

Tab1e1　F1owermg　rate，f1owermg　date　and－f1ower　qua11ty　of　tree　peony　stored

　　　　at－2oC，from　February13to　Apr1111or　May11．1990

・・1・i・。…　鶴㎎F1贈ng　F1盤ng
　　　　　　　　　　　　　（％）　　　　　（month／day）

Stem　　F1ower
1ength　　diameter

（Cl1n）　　　　　　（Crn）

Peta1　　Weight　　Fo1iage　Weight　of
number　of　Petals　　width　　　　1eaves
　　　　（fw．，9）　　　（cm）　　　（fw．，9）

‘Hanakisoi，

‘Hig岨ashi’

‘Goda1shyu，

‘Hanada1］m，

Controlz

Ma叉11
Aprl111
Control

May11
Apr11ユ1
Control

May11
Apr1111
Contro1
M・叉11
Apr1111

100
　0

63

100
50
83

100
50

100

100
83
66

4／29

5／21

4／28
6／7
5／21

4／30
6／9
5／21

4／29
6／8
5／22

34．8ay

20．6b

30．6a
18．5b
19．5b

32．1a
16．2b
22．5b

30．6a
19．4b
21．Oab

16．3a

12．4b

16．3a
1O．5b
11．8b

13．5a

8．5b
11．1ab

16．6a
12．0b
13．5ab

56a

74a

32a
34a
54a

42a
40a
36a

62a
57a
54a

22，1a

11．9a

12．7a

4．6b
7．8ab

15．1a

3．3b
6．1b
29．4a

7．7b
12．6b

46．3a

33．4a

51．8a
34．5b
28．8b

34．1a
26．Ob
28．3b

42．5a
η．8b
36．5ab

26．4a

14．8a

39．2a
16．3b
15．9b

21．5a

7．1b
12．3ab

39．4a
14．2b
18．6ab

2Control　P1ants　were　grown　w1thout　storage

yMeans　m　co1umns　separated　each　cu1t1var　by　Duncan’s　mu1t1p1e　range　test，P＝O05
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Tab1e2　F1owermg　rate，F1owermg　date　and　f1ower　qua工1ty　of　tree　peony　stored　at＿2oC，

　　　from　February21to　September20．1984．

。、1．iv、、、　F1癬ng・1…㎡㎎由t・1瓢
　　　　　　　　（％）　（m・・th／d・y）　（。m） 鵜益胤激t隻）静W幣
‘Hanak1s01’

‘Simadaijin’

‘Higurashi’

‘Kaoh，

‘RmPoh，
‘正bkuohjishi’

50

66

33

33

0
0

10／24

10／24

10／24

10／24

23，0

14．1
ユ6，2

21．5

12，0

10，0

10．5

8．5

38

64

必

105

5．1

5．9

5，6

10．4

11．5

9．7

7，2

12．2

15，1

14．0
9，3

17．6

zMeasured　w1th　the1eaf　on　m1dd1e　node

3月12目から4℃で貯蔵した場合，貯蔵中に萌芽し，6

月には茎が伸長し始めた．一2℃で貯蔵した場合も貯蔵

中に崩芽したカ㍉9月まで貯蔵が可能であり，植え付げ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6～
後開花する株もみられた．そのため貯蔵温度は，フシや
　　9）
イチゴと同様，一2℃が適当であると判断された．しか

し供試個体数が少たく，実用可能かどうか判定するには

至らなかった．そこで本報告では供試株数を増やし，萌

芽前の株を短期間（2ないしは3ケ月）または長期問

（7ケ月）一2℃で貯蔵L，開花反応をみた．その結果

4月までの貯蔵であれば，品種によっては‘目暮’や‘五

大州’にみられたように，開花率も比較的高く，実用的

な抑制栽培が可能であると思われた．

　短期冷蔵貯蔵では，冷蔵中に萌芽する株はみられず，

4月11日に植え付けた区では全品種に開花株がみられ，

開花率は63～100％であった　5月11目に植え付げた区

では，ブラスチソグとなる株が多く見られ，60％以上開

花したのは‘花大臣’のみ（83％）であっ仁．5月11日

植え付げ区でも，4月11目植え付げ区と同様、冷蔵中に

は萌芽する株はみられず，この区において，ブラスチソ

グが多くなったのは主として，植え付げ後の栽培期がよ

り高温となったことによるものと思われる．しかし，‘花

大臣’においては4月11目植え付け区よりも5月11目植

え付げ区の開花率が高くたった　この原因は明らかでは

ない．

　短期冷蔵貯蔵により抑制栽培された切花の品質は，4

月11目植え付けでも季咲きに比べ劣っていた（第2表）．

これもやはり季咲きに比へれは，より高温下で茎葉及ぴ

花蕾の発達が急速に進むことによるものと思われる．植

え付け後開花までの目数は，いずれの品種でも約40目で

あった．

　長期冷蔵によって，供試6品種中4品種において10月

下旬に開花させることが出来た　しかし，開花率は最も

高い品種でも66％であった．花芽の貯蔵中の萌芽・伸長

を抑え切れず，株の消耗も大きかったものと思われる．

さらに植え付け時期の平均気温は，約20℃であり，開花

率の低かった短期冷蔵の5月11目植え付け区の19℃と同

様に高い．秋季の場合，気温は徐々に下がるものの，新

梢の伸長時に気温が高いこともブラスチソグが多発する

原因と思われる．抑制栽培による秋季の開花を安定した

ものにするためには，貯蔵条件を再検討し貯蔵中の萌芽

を抑制すると同時に，植え付け後の気温からみれぱ10月

まで貯蔵期問を延長することが必要であろう．

　以上より，ボタソの抑制栽培は，2月初旬から4月初

旬頃までの短期冷蔵貯蔵により，せいぜい5月中旬まで

に開花させる栽培のみが可能であると言える．秋季開花

を目的とする長期冷蔵では，冷蔵中に花芽及ぴ茎葉の発

達を抑制しつづげることが困難で，安定した開花は期待

できない．短期冷蔵でも，5月中旬以後の開花は，出庫

後の高温のため困難である．また5月中旬開花の抑制栽

培においても品種の選択が重要である．供試品種の中で

は‘目暮’，‘五大州’が有望であった．促成栽培におい

て，接ぎ木後の年生が進んだ株を用いると開花率が高く
　　　　　　　　　　10）
なり，切花品質が向上した．台木であるシャクヤク根の

部分を含めて，充実した株を用いることが重要であるこ

とが示されている．抑制栽培においても，接ぎ木後の年

生の進んだ株を用いることが有効かもしれない．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　ボタソの萌芽前からの短期冷蔵による初夏の開花及び

長期冷蔵による秋季開花の可能性について検討した．

　2月13日から4月11目もしくは5月11日まで一2℃で

株の冷蔵貯蔵を行った場合，前者では開花は5月中旬と

なり，後者では6月初旬となった．4月11日植え付げの

場合には，開花率が高かった　5月11目に植え付げた場

合には，ブラスチソグ株が多くなった．切花品質はいず

れの植え付げ区でも季咲きに劣り，特に5月11目植え付

げ区ではそれが著しかった．

　2月21目から9月20目まで一2℃で株の冷蔵貯蔵を行

い，10月下旬に開花させることができた．しかし，ブラ

スチソグ株が多く，開花株の切花品質も劣った．

　ポタソの抑制栽培は，実用的には，2月初旬から4月
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初旬頃までの短期冷蔵により5月中旬頃までに開花させ

る栽培のみが可能である．
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